
ＭＲＩ室 振動検討と防振対策（高性能湿式浮き床防振対策）

２階に医療施設があり、医療機器ＭＲＩを設置する室があり、ＭＲＩ稼働振動による影響が懸念される。振動検討を

行い、防振対策を実施することで、振動
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ＭＲＩ室と評価点の関係を下図に示す（イメージ図）
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２階に医療施設があり、医療機器ＭＲＩを設置する室があり、ＭＲＩ稼働振動による影響が懸念される。振動検討を

振動の影響がどの程度のものか評価する。

振動検討に必要な
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振動検討に必要な条件

の加振力データが必要。

付属防振材の絶縁性能データが必要。

高性能浮き床材バイソレートの性能計算。

構造床の振動応答の計算。

派生する騒音（＝振動固体音）の予測。

振動検討手順

MRIを固有振動数、減衰比率が既知
の防振材上で稼働し、その振動加速度を測定する事によって演算で
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（４）振動から派生する騒音（＝振動固体音）の評価

◆振動検討結果
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（４）振動から派生する騒音（＝振動固体音）の評価

「振動」と「振動から派生する騒音」との間には室内を拡散音場とみなした場合に

下記のような関係式が成立。

但し、Lp：室内平均音圧レベル

S：振動放射面積
           ここで、S / A =1とし、

速度レベルを相互変換

振動から派生する騒音レベルを、騒音評価のグラフ（

評価する。
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今回の検討結果、評価点の振動値を下表に示す。
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付属防振材と浮き床防振材を使用すると考えると、２自由度の振動

伝達率の計算になる。

付属防振材の固有振動数は 13.4Hz,浮き床材（バイソレート）の固
有振動数は 10Hzになり、振動伝達率計算結果は左図に示す。
黄色で示した領域が振動絶縁になる。

例として、周波数 50Hz成分で、約-42dBの絶縁性能がある。

（４）振動から派生する騒音（＝振動固体音）の評価

「振動」と「振動から派生する騒音」との間には室内を拡散音場とみなした場合に

下記のような関係式が成立。

：室内平均音圧レベル(dB)、VAL：振動加速度レベル(dB)
：振動放射面積(m2)、A：室内吸音力(m2)、k：放射係数

とし、k =0.25 ( 31.5, 63Hz )、k =1 ( 125Hz 以上)とすれば、振動加
速度レベルを相互変換することが可能になる。

振動から派生する騒音レベルを、騒音評価のグラフ（N値評価線）等でプロットして

曲線に評価点の振動加速度レベルをプロットして、評価点の N値を予測する。

今回の検討結果、評価点の振動値を下表に示す。

検討結果の振動値を左図にプロットしてN値を評価。
周波数 63Hz以上において、評価点の評価はN30
値評価では集合住宅で１級評価になります、但し、

も評価対象にすると、集合住宅で 2級評価になる。

周波数         (Hz) 31.5 63 125

評価点振動値 (dB:0dB=0.001Gal) 65 51 35
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浮き床材（バイソレート）の固

になり、振動伝達率計算結果は左図に示す。

の絶縁性能がある。

「振動」と「振動から派生する騒音」との間には室内を拡散音場とみなした場合に
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値を評価。

N30以下である。
値評価では集合住宅で１級評価になります、但し、31.5Hz成分

級評価になる。
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